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 乳幼児連れの外出に関しては、外出頻度、外出時間、滞在先の施設、移動手段の 4 つの要素が
複合的に関係しあっている（国土交通省総合政策局，2011）。 



















おける移動距離は、徒歩及び自転車では 2.9 ㎞であり、徒歩での外出の 80％は 1.1 ㎞であり、自
家用車は距離に関係なく利用されている傾向がある（小久保・高枩・小松，2009）。ベビカムリ
サーチ vol.98「お子さんとのおでかけ 2009 年度版」のなかで、子どもが自分で歩くまでの時期
（おおむね 0 歳代）では、クルマ（自家用車）60％、徒歩 19％、電車・バス 10％、自転車（に
乗せて）9%であり、子どもが自分で歩き始めてから、おむつがとれるまで（おおむね 1 歳代）で















































授乳については、ベビカムリサーチ vol.86（2007 年度版）では全体の 62％が授乳室以外の公
共の場所で授乳したことがある経験があり、外出先で授乳室が近くにないときの対応としては「授
乳室以外の場所（公共の場所のベンチ、レストラン、カフェなど）」が 42％、「遠くても授乳室な
























一部取り上げられている。交通行動全般における認知的な満足度を示す STS（Satisfaction with 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 前述のように、1990 年の前年度は合計特殊出生率が 1.57 となり、過去最低であった 1966 年







 乳幼児連れに対する環境整備をはじめて示した施策は 1994 年に発表された「今後の子育て支
援のための施策の基本的方向について」（エンゼルプラン）である。これは 1989 年の合計特殊出












































法」に基づく国の施策として 2004 年には「少子化社会対策大綱」が発表された。 



















表 1-2. 「少子化対策大綱に基づく重点施策の具体的実施計画」（子ども・子育て応援プラン） 




2,000 平方メートル以上の特別  
特定建築物の総ストックのうち、 
ハートビル法に基づく利用円滑化
基準を満たすものの割合 約 4 割 
（平成 19 年度までに達成） 









（平成 22 年までに達成） 




鉄道車両・軌道車両    約 30% 
〔15 年度 23.7％〕 
ノンステップバス     20～25% 
〔15 年度 9.3％〕 
船舶 約 50%〔15 年度 4.4％〕 
航空機 約 40%〔15 年度 32.1％〕 













道路 約 5 割〔15 年度 25％〕 
信号機 約 8 割〔14 年度約 4 割〕 





約 2 割（歩行者・自転車事故に  
ついては約 3 割） 











































































る”、“生活（くらし）を支える”の 3 つの大切な姿勢を踏まえ、「目指すべき社会への政策 4 本柱」
と「12 の主要施策」を示している。「(10)子どもが住まいやまちの中で安全・安心にすらせるよ
うに」のなかで「子育てバリアフリーの推進（段差の解消、子育て世帯にやさしいトイレの整備
等）」の必要性が示され、今後 5 年間の目標が設定された（表 1-3）。 
 
表 1-3. 参考指標（「子ども・子育てビジョン」別添 2「施策に関する数値目標」の参考） 





 51％（H19 年度） 75％(H24 年度) 
主要な生活関連経路における信号機等のバリアフリー化率 86％ 100％(H24 年度) 
旅客施設のバリアフリー化率 
＊1 日当たりの平均利用者数が 5 千人以上の旅客施設 
（鉄軌道駅、バスターミナル、旅客船ターミナル、  
空港旅客ターミナル） 
71.6％ 100％(H24 年度) 







 44％（H19 年度） 50％(H24 年度) 
バリアフリー化された鉄軌道車両の導入割合 41.3％ 約 50％(H22 年度) 
低床化されたバス車両の導入割合 41.7％ 100％(H27 年度) 
ノンステップバスの導入割合 23.0％ 約 30％(H22 年度) 
バリアフリー化された旅客船の導入割合 16.4％ 約 50％(H22 年度) 
バリアフリー化された航空機の導入割合 64.3％ 約 65％(H22 年度) 
 




向けて、社会全体で行動を起こすべきであるとして、2015 年 3 月に閣議決定された。2006 年、
12 
 






































表 1-4. 施策に関する数値目標（別添 2「施策に関する数値目標」の参考） 
項目 目標 
（2019 年度末/2020 年） 
現状 
（大綱制定時の直近値） 
マタニティマークの認知度 50.0％（2018 年度） 45.6％（2014 年度） 




28％（2020 年度） 16％（2008 年度） 
特定道路におけるバリアフリー化率 100%（2020 年度） 83％（2013 年度） 
主要な生活関連経路における信号機等の  
バリアフリー化率 
100％（2016 年度） 97.8％（2013 年度末） 
旅客施設のバリアフリー化率 100％（2020 年度） 83.3％（2013 年度末） 
園路及び広場がバリアフリー化された都市 
公園の割合 
約 60％（2020 年度） 48％（2012 年度末） 
不特定多数の者等が利用する一定の建築物の
バリアフリー化率 
約 60％（2020 年度） 53.6％（2013 年度） 
バリアフリー化された鉄軌道車両の導入割合 約 70％（2020 年度） 59.5％（2013 年度） 
ノンステップバスの導入割合 約 70％（2020 年度） 33.2％（2013 年度） 
リフト付きバスの導入割合 約 25％（2020 年度） 3.9％（2013 年度） 
バリアフリー化された旅客船の導入割合 約 50％（2020 年度） 28.6％（2013 年度） 
バリアフリー化された航空機の導入割合 100％（2020 年度） 92.8％（2013 年度） 
福祉タクシーの導入台数 約 28,000台（2020年度） 13,978 台（2013 年度） 
 
加えて、「ベビーカーが利用できる施設等を表示する図記号」及び「ベビーカーの使用を禁止す

































表 1-5. 道路利用者の基本的な寸法 
 人（成人男子、荷物等なし） 自転車 車いす 
静止状態 幅 45cm 幅 60cm 幅 70cm 



























図 1-2. ベビーカー使用時の動作寸法 －移動寸法－ 
 
 「福岡市施設整備マニュアル改訂版 2014」におけるベビーカー使用時の動作寸法について、幅






























  (5)表示 
   留意点：車いす使用者専用である旨の表示 






  ③回転戸 
   回転戸は設けないことが望ましく、もし設ける場合は、高齢者、障害者、子ども等が 
使いやすい引き戸、開き戸を併設することが望ましい。 
 
 2.7 便所 
  ◆設計の考え方◆ 
   1)個別機能を備えた便房の設置 
    多様な利用者のニーズに的確に対応するとともに、多機能便房における利用集中を軽減
するために、車いす使用者便房およびオストメイト用設備を有する便房のほか、乳幼児連
れ利用者に配慮した設備を有する便房等の個別機能を備えた便房も設置する。 
 2.7.1 個別機能を備えた便房の設計基準 
  (4)乳幼児連れ利用者に配慮した設備を有する便房 
   ①設置数 




   ②乳幼児用ベッド 
















































  ・母乳及び哺乳びんによる授乳に対応した、授乳スペースを設けることが望ましい。 
  ・授乳のためのスペースは区切られた空間とし、授乳のためのいすを設置することが 
望ましい。 
  ・授乳のためのスペースには、おむつ替えのための台等を適切に設けることが望ましい。 
  ・出入口は、ベビーカーの利用に配慮した幅員と戸の形式とすることが望ましい。 
  ・出入口付近には授乳のためのスペースである旨を表示することが望ましい。 
 (2)便所内の設備 




































に基づき、「建物および施設のアクセシビリティ・ガイドライン（Accessibility Guidelines for 






れた。建築物に関するバリアフリー化の規制は建築規則パート M（Building regulations Part M）
および DDA 第 3 部に規定されている。パート M は障害者のためのアクセスおよび施設に関して
の規定であり、対象者である「障害者」は①歩行能力が制限される障害、または移動に車いすを
使わなければならない障害、②聴覚障害または視覚障害であり、乳幼児連れは直接の対象として
含まれていない。2010 年に平等法が制定され、DDA は廃止された。 
 
(3)フランス 



















イタリアの道路交通法に関する大枠は、道路交通法（統一交通法典「IL NUOVO della strada 









けることになっており、広さは車いす 1 台・ベビーカー1 台、またはベビーカーが 2 台置ける。
デンマークと同様、列車・トラム・バスの車両内でベビーカーをたたむ習慣はない。 
フランクフルトでは、障害者用駐車スペースとは別に「親と子ども（Eltern + Kind）」がある

























の義務、1980 年「社会サービス法」ではすべてのコミューンに STS（Special Transport Service）
の提供を義務付けた。これらの法律によって、乳幼児連れも対象となった。 













































































































第 3 節 乳幼児連れが外出する際に使用するもの 
1. ベビーカー 
SG マーク（Safe Goods 安全な製品）は一般財団法人製品安全協会が定めた安全基準に適合し
ていることを認証したことを示したマークである。乳母車にも 2009 年に乳母車の認定基準及び
検査確認方法が改訂されている。その中で以下の 2 型に分類されている。 
 A 型：新生児期を過ぎたまだ首の座らない乳児から、又は一人でおすわりができる月齢（腰が

















































































写真 1-5：迷子防止用リュック・ベビーハーネス（Amazon ホームページより引用） 
 











本研究は、「第 1 章 問題の所在と目的」、「第 2 章 保育士が感じる乳幼児連れでの散歩におけ
るバリアに関する研究」、「第 3 章 保護者が感じる乳幼児連れでの外出におけるバリアに関する
研究」、「第 4 章 フィールドワーク調査」、「第 5 章 総合考察」の計 5 章から構成される。 
第 1 章 問題の所在と目的 
第 2 章 保育士が感じる乳幼児連れでの散歩におけるバリアに関する研究 
第 3 章 保護者が感じる乳幼児連れでの外出におけるバリアに関する研究 
第 4 章 フィールドワーク調査 













































































（第 2 章） 
研究 2-1、研究 2-2： 
保護者が感じる乳幼児連れでの 
外出におけるバリアの研究 
（第 3 章） 
研究 3： 
フィールドワーク調査（第 4 章） 
 


























第 2節 方法 
1. 調査対象者 
 調査対象者は、全国の 6箇所（宮城、東京、静岡、大阪、福岡、沖縄）で開催された、保育所
に勤務する保育士を対象とした研修会に参加した保育士 1000 名に質問紙を配布し、595 名から
回答を得た（回収率 59.5％）。 




























第 3節 結果と考察 
1. 保育士の属性と保育所の立地状況  
表 2-1 に保育士の属性と保育所の立地状況を示した。調査対象者でクラスを担当している者は
88％（524 名）、クラスを担当していない者は 9％（56名）、不明 3％（15名）であった。クラス
担当者の担任クラスは 0 歳児 7％（39 名）、1 歳児 16％（82 名）、2 歳児 19％（97 名）、3 歳児
18％（92 名）、4 歳児 15％（76 名）、5 歳児 14％（72 名）、3 歳未満の異年齢児混合クラス 5％
（27名）、3歳以上の異年齢児混合クラス 6％（34名）、不明 1％（5名）であった。 
 また、調査対象者が勤務する保育所は、公立 24％（141名）、私立 71％（421 名）、不明 5％（33
名）であった。保育所の所在地は愛知県 12％（69名）、福岡県 9％（56 名）、東京都 7％（44名）、
静岡県 7％（42名）、佐賀県 6％（39名）、千葉県 6％（38名）、神奈川県 5％（32名）、長崎県 4％
（26 名）、沖縄県 4％（24 名）、宮城県 4％（23 名）、埼玉県 3％（20 名）、青森県・茨城県・宮



























表 2-1. 保育者の属性と保育所の立地状況 
クラス担当の有無 クラス担当あり 524 名 （88％） 
 クラス担当なし 56 名 （ 9％） 
担当クラスの年齢 0 歳児 39 名 （7％） 
 1 歳児 82 名 （16％） 
 2 歳児 97 名 （19％） 
 3 歳児 92 名 （18％） 
 4 歳児 76 名 （15％） 
 5 歳児 72 名 （14％） 
 3 歳未満の異年齢混合クラス 27 名 （ 5％） 
 3 歳以上の異年齢混合クラス 34 名 （ 6％） 
園の出入り口の交通量 非常に多い 55 名 （ 9％） 
 やや多い 240 名 （40％） 
 やや少ない 210 名 （35％） 
 非常に少ない 68 名 （11％） 
散歩に行く範囲の交通量 多いところがある 435 名 （73％） 
















行く頻度について、「週に 1,2 回行く」31％（74 名）と答えた者が一番多く、次いで「月に 1,2
回行く」30％（73名）、｢毎日行く｣12％（28 名）、「週に 3,4 回行く」11％（26名）、その他 16％
（39 名）であった（表 2-2）。1 回の散歩時間については、「16～30 分」42％（97 名）と答えた
者が一番多く、次いで「31～45分」が 31％（71 名）、「46～60 分」が 19％（45名）、「0～15分」
32 
 





者が一番多く、次いで「週に 1,2 回行く」31％（83名）、「週に 3,4回行く」7％（20 名）、｢毎日
行く｣2％（6 名）、「その他」14％（39 名）であった（表 2-2）。1 回の散歩時間については、「46
～60 分」が 36％（93 名）と答えた者が一番多く、次いで「16～30 分」が 25％（66 名）、「31
～45分」が 21％（56名）、「0～15分」が 4％（10名）、「61～75分」が 6％（15名）、「75～90
分」が 7％（17 名）、「90 分以上」は 2％（4 名）であった（表 2-3）。 











表 2-2. 散歩に行く頻度 
 毎日 週に 3,4回 週に 1,2回 月に 1,2回 
3 歳未満児クラス 12％（28 名） 11％（26 名） 31％（74 名） 30％（73 名） 
3 歳以上児クラス 2％（6名） 7％（20名） 31％（83 名） 45％（123 名） 
（N=595） 
 


















































表 2-4. 散歩の際に利用するもの 
 散歩カー ベビーカー 誘導ロープ その他 
3 歳未満児クラス 30％（70 名） 19％（44 名） 19％（43 名） 1％（2 名） 









































一般の通行人 1%（6名） 16％（93 名） 82％（457 名） 
自転車に乗っている人 0 16％（97 名） 84％（471 名） 
歩いている高齢者 1％（4名） 8％（49名） 91％（514 名） 
歩きながら携帯電話を使用している人 1％（2名） 5％（31名） 94％（535 名） 
自転車に乗りながら携帯電話を使用 
している人 
0 5％（31名） 95％（536 名） 
シルバーカーを使用している高齢者 1％（3名） 2％（13名） 97％（550 名） 
視覚障害のある人 1％（2名） 1％（ 7名） 98％（558 名） 
車いす使用者 1％（1名） 1％（ 6名） 98％（560 名） 






































道に段差がある 48％（107 名） 14％（32 名） 25％（ 55 名） 
歩道の幅が狭い 42％（ 94 名） 14％（32 名） 28％（ 62 名） 
歩道に車が乗り上げて駐車されている 40％（ 89 名） 11％（25 名） 38％（ 85 名） 
歩道上を自転車が走っている 39％（ 88 名） 17％（37 名） 36％（ 80 名） 
道が舗装されていなかったり、デコボコで 
ある 
39％（ 86 名） 15％（33 名） 31％（ 70 名） 
傾斜が急で散歩カーの操作が困難である 37％（ 83 名） 17％（38 名） 30％（ 66 名） 
歩道上に自転車が停めてある 37％（ 83 名） 15％（33 名） 39％（ 88 名） 
公園の入り口が狭い 28％（ 63 名） 17％（37 名） 39％（ 87 名） 
通路に散歩カーの車輪などがひっかかる 
側溝の蓋がある 
27％（ 61 名） 18％（40 名） 39％（ 87 名） 
スロープの入り口に物が置いてある 12％（ 27 名） 18％（40 名） 52％（117 名） 


































































45％（269 名） 16％（94 名） 27％（159 名） 
犬猫の糞が放置されている 42％（251 名） 16％（ 95 名） 30％（181 名） 
歩道に車が乗り上げて駐車されている 38％（224 名） 10％（ 61 名） 43％（257 名） 
歩道上を自転車が走っている 35％（209 名） 14％（ 84 名） 42％（248 名） 
道に段差がある 34％（202 名） 22％（132名） 35％（211 名） 
側溝に蓋がない 33％（195 名） 17％（101名） 38％（227 名） 
看板や木の枝などが子どもの頭の高さに 
飛び出している 
31％（185 名） 19％（113 名） 38％（ 24 名） 
歩道上に自転車が停めてある 31％（184 名） 13％（ 75 名） 47％（270 名） 
ビンの破片などが落ちている 31％（183 名） 17％（103名） 39％（234 名） 
青信号の時間が短い 31％（183 名） 21％（123名） 35％（208 名） 
道が舗装されていなかったり、デコボコで
ある 
30％（180 名） 19％（116 名） 37％（223 名） 
通路に点字ブロックが設置されている 2％（ 12 名） 19％（115 名） 51％（306 名） 
























































第 2節 方法 
1. 調査対象者 





































第 3節 結果と考察 
1. 保護者の属性 
 調査対象者である保護者の居住地は前橋市 40％（86名）、高崎市 33％（71 名）、富岡市 24％
（53名）、その他 2％（4名）、不明 1％（3名）であった。  
  
表 3-1-1. 保護者の属性 
居住地 前橋市 40％ （86名） 
 高崎市 33％ （71名） 
 富岡市 24％ （53名） 
 その他  2％ （ 4名） 
 不明 1％ （ 3名） 
回答者 ベビーカー使用者 215名 









































道に段差がある 77％（166名） 11％（24名） 9％（ 20名） 
道が舗装されていなかったり、デコボコで
ある 
65％（139名） 15％（33名） 19％（ 40名） 
歩道の幅が狭い 64％（138名） 20％（43名） 13％（ 29名） 
道路にベビーカーの車輪などがひっかか
る側溝の蓋がある 
56％（120名） 17％（37名） 23％（ 49名） 
歩道に車が乗り上げて駐車されている 49％（105名） 18％（39名） 31%（ 66名） 
公園の入口が狭い 39％（ 83名） 25％（53名） 33％（ 71名） 
歩道上を自転車が走っている 37％（ 79名） 28％（61名） 32％（ 69名） 
傾斜が急でベビーカーの操作が困難であ
る 
35％（ 75名） 29％（63名） 33％（ 71名） 
歩道上に自転車が停めてある 29％（ 62名） 22％（47名） 47％（101名） 
スロープの入口に物が置いてある 27％（ 59名） 24％（52名） 43％（ 93名） 













































表 3-1-3. 1～3歳の子どもを持つ保護者が外出する際に感じる道路移動上のバリア 
 非常に困っている     どちらとも    あまり困っていない 

















76％（137名）  13％（ 23名） 10％（ 18名） 
 
 
67％（119名）  17％（ 31名） 15％（ 27名） 
52％（ 93名）  26％（ 46名）  21％（ 38名） 
51％（ 91名）  23％（ 41名）  25％（ 45名） 
49％（ 88名）  26％（ 47名） 24％（ 42名） 
46％（ 83名）  24％（ 42名） 29％（ 51名） 
45％（ 80名）  22％（ 40名） 31％（ 55名） 
 
44％（ 79名）  31％（ 56名） 24％（ 42名） 
40％（ 71名）  29％（ 52名）  31％（ 53名） 
39％（ 70名）  24％（ 43名）  36％（ 64名） 
35％（ 63名）  28％（ 50名） 35％（ 63名） 
 
9％（ 16名）  29％（ 52名） 61％（109名） 

























































表 3-1-4. ベビーカーを使用して施設を利用する際に感じるバリア 
 非常に困っている     どちらとも     あまり困っていない 
























69％（149名）  15％（ 31名） 14％（ 30名） 
57％（123名）  21％（ 46名） 19％（ 40名） 
55％（118名）  20％（ 43名）  22％（ 47名） 
 
50％（107名）  22％（ 47名）  25％（ 54名） 
49％（106名）  22％（ 48名） 26％（ 55名） 
 
48％（103名）  24％（ 52名） 25％（ 53名） 
48％（104名）  27％（ 57名） 20％（ 42名） 
44％（ 94名）  27％（ 58名）  26％（ 56名） 
 
42％（ 90名）  22％（ 47名） 33％（ 71名） 
 
39％（ 84名）  30％（ 65名） 28％（ 60名） 
 
26％（ 56名）  28％（ 61名）  41％（ 89名） 
 
24％（ 51名）  28％（ 60名） 44％（ 95名） 
23％（ 50名）  28％（ 61名） 45％（ 96名） 
 
23％（ 49名）  30％（ 64名）  44％（ 95名） 
23％（ 49名）  42％（ 90名） 31％（ 66名） 





















表 3-1-5. 1～3歳の子どもを持つ保護者が施設を利用する際に感じるバリア 
 非常に困っている     どちらとも     あまり困っていない 




















50％（ 90名）  25％（ 45名） 24％（ 42名） 
48％（ 86名）   6％（ 11名） 29％（ 52名） 
 
46％（ 83名）  25％（ 45名）  27％（ 49名） 
 
42％（ 76名）  24％（ 42名）  32％（ 57名） 
42％（ 76名）  28％（ 50名） 28％（ 50名） 
40％（ 72名）  25％（ 45名） 33％（ 59名） 
 
39％（ 70名）  25％（ 45名）  35％（ 62名） 
 
31％（ 56名）  36％（ 64名）  32％（ 57名） 
30％（ 54名）  37％（ 67名） 30％（ 54名） 
 
28％（ 50名）  29％（ 52名） 41％（ 74名） 
 
23％（ 41名）  31％（ 56名） 44％（ 79名） 
20％（ 36名）  33％（ 59名）  45％（ 80名） 
18％（ 32名）  42％（ 75名）  38％（ 68名） 











規格の全幅は軽自動車 1.48ｍ、小型自動車 1.7ｍ以下、普通自動車 1.7m 超と定められている。
車を駐車スペースに停めた場合、ドアを開けて乗り降りできるスペースが必要になる。ベビーカ
ーは消費生活用製品安全法による SG マークにより、A 型（乳幼児を寝かせた状態で使用できる
もの）と B型（乳幼児を背もたれに寄りかけて座らせて使用するもの）に分類されている。ベビ































表 3-1-6. ベビーカーを使用して駐車場を利用する際に感じるバリア 
 非常に困っている     どちらとも     あまり困っていない 














74％（160名）  15％（ 33名）  9％（ 19名） 
 
 
46％（121名）  28％（ 61名） 22％（ 48名） 
 
 
44％（ 95名）  34％（ 73名）  19％（ 40名） 
 
41％（ 88名）  33％（ 72名） 21％（ 45名） 
40％（ 87名）  32％（ 68名）  24％（ 52名） 
39％（ 84名）  30％（ 64名） 27％（ 58名） 




























表 3-1-7. 1～3歳の子どもを持つ保護者が駐車場を利用する際に感じるバリア 
 非常に困っている   どちらとも   あまり困っていない 















88％（157名）  8％（ 14名）  4％（  8名） 
 
77％（137名）  12％（ 22名） 11％（ 19名） 
 
72％（128名）  15％（ 27名）  13％（ 23名） 
 
49％（ 88名）  28％（ 50名）  21％（ 37名） 
 
 
49％（ 87名）  31％（ 55名） 20％（ 35名） 
48％（ 86名）  31％（ 55名） 20％（ 36名） 
45％（ 81名）  30％（ 53名） 23％（ 42名） 
37％（ 67名）  34％（ 60名）  27％（ 48名） 
 



































第 2節 方法 
1. 調査対象者 









































第 3節 結果と考察 
1. 保護者の属性と散歩の状況 
 調査対象者である保護者の居住地は群馬県 46％（164名）、東京都 33％（119名）、大阪府 16％










表 3-2-1. 保護者の属性と外出の状況  
居住地 群馬県 46％ （164名） 
 東京都 33％ （119名） 
 大阪府 16％ （ 58名） 
 栃木県 4％ （ 13名） 
 埼玉県 1％ （  3名） 
 千葉県 1％ （  1名） 
自宅の出入り口の交通量 非常に多い 16％ （ 58名） 
 やや多い 33％ （117名） 
 やや少ない 34％ （122名） 




外出する範囲の交通量 多いところがある 95％ （340名） 
 少ない 3％ （ 11名） 
外出する頻度 毎日行く 43％ （153名） 
 週に 3、4日行く 12％ （ 43名） 
 週に 1、2日行く 43％ （155名） 
 月に 1、2日行く 1％ （  5名） 
 月に 1日以下 1％ （  1名） 
外出時間 0～30分 18％ （ 64名） 
 31～60分 27％ （ 95名） 
 61～90分 8％ （ 29名） 
 91～120分 14％ （ 49名） 
 121～150分 3％ （  9名） 
 151～180分 8％ （ 29名） 
 181～210分 1％ （  4名） 
 211～240分 4％ （ 16名） 
 241分以上 7％ （ 25名） 
外出手段 自家用車 82％ （293名） 
 徒歩 58％ （206名） 
 自転車 39％ （141名） 
 バス・電車 32％ （114名） 
 オートバイ 0％ （  0名） 
公共交通機関の利用頻度  電車 毎日利用する 2％ （  8名） 
 週に 3、4日利用する 1％ （  5名） 
 週に 1、2日利用する 8％ （ 30名） 
 月に 2、3日利用する 17％ （ 62名） 
 月に 1日以下 56％ （202名） 
             バス 毎日利用する 1％ （  3名） 
 週に 3、4日利用する 1％ （  2名） 
 週に 1、2日利用する 3％ （ 10名） 
 月に 2、3日利用する 10％ （ 35名） 
 月に 1日以下 65％ （232名） 
外出時に使用するもの ベビーカー 70％ （249名） 
 抱っこひも 38％ （136名） 
 おんぶひも 15％ （ 53名） 



















ショッピングカートを使用している人 27％（98名） 48％（173名） 
通常の歩行者（障害者、高齢者を除く） 21％（75名） 46％（166名） 
歩きながら携帯電話を使用している人 6％（23名） 35％（126名） 
自転車に乗っている人 2％（ 6名） 35％（124名） 
大きな荷物やキャリーケースを持った人 9％（32名） 21％（ 75名） 
自転車に乗りながら携帯電話を使用している人 1％（4名） 26％（ 94名） 
歩いている高齢者 1％（2名） 18％（ 66名） 
歩きたばこをしている人 1％（3名） 18％（ 64名） 
シルバーカーを使用している高齢者 0 5％（ 19名） 
車いす使用者 1％（2名） 3％（ 10名） 






















































24 名（ 7％） 
 
21 名（ 6％） 
24 名（ 7％） 
7 名（ 2％） 
5 名（ 2％） 






















































表 3-2-4. ベビーカーを使用して外出する際にヒヤリハット経験したこと 
 経験したこと     経験しそうに 















 44％（158名）   20％（ 70名） 
 
44％（158名）    6％（ 23名） 
 28％（101名）   30％（108名） 
   
15％（ 53名）   53％（190名） 
5％（ 19名）   14％（ 51名） 
   
 4％（ 15名）   13％（ 45名） 
   
 3％（ 12名）    7％（ 26名） 
   



















表 3-2-5. ベビーカーを使用して外出する保護者が一般の人に配慮して欲しいと感じていること 
 非常に配慮して欲しい  どちらとも  あまり必要ない 











89％（319 名）  6％（ 21 名）  2％（  6 名） 
 
84％（301 名）  10％（ 37 名）  2％（  7 名） 
64％（229 名）  23％（ 83 名）  8％（ 29 名） 
63％（224 名）  24％（ 85 名） 10％（ 36 名） 
59％（211 名）  26％（ 93 名） 11％（ 40 名） 
58％（206 名）  22％（ 78 名） 17％（ 60 名） 
44％（157 名）  32％（116 名）  20％（ 72 名） 
34％（122 名）  37％（134 名）  25％（ 89 名） 


































































表 3-2-6. ベビーカーを使用して外出する保護者自身が一般の人に対して配慮していること 
 非常に配慮している   どちらとも    あまり考えていない 























93％（333名）  1％（  5名）  2％（  7名） 
 
90％（321名）  3％（ 11名）  3％（ 10名） 
77％（277名）  11％（ 38名）  8％（ 28名） 
 
76％（272名）  11％（ 41名）  8％（ 29名） 
70％（250名）  17％（ 60名）  8％（ 30名） 
 
70％（250名）  12％（ 42名） 13％（ 45名） 




66％（238名）  17％（ 61名）   7％（ 26名） 
 
65％（231名）  16％（ 57名） 11％（ 40名） 
63％（224名）  22％（ 79名） 12％（ 42名） 
52％（187名）  20％（ 72名） 23％（ 83名） 
50％（179名）  26％（ 92名） 16％（ 58名） 
28％（102名）  30％（106名） 33％（117名） 
 




















ショッピングカートを使用している人 19％（60名） 55％（170名） 
通常の歩行者（障害者、高齢者を除く） 23％（73名） 48%（149名） 
自転車に乗っている人 2％（ 6名） 41％（127名） 
歩きながら携帯電話を使用している人 4％（13名） 32％（100名） 
大きな荷物やキャリーケースを持った人 5%（15名） 23％（ 70名） 
自転車に乗りながら携帯電話を使用している人 2％（ 5名） 24％（ 76名） 
歩いている高齢者 3％（10名） 20％（ 63名） 
歩きたばこをしている人 1％（ 2名） 15％（ 48名） 
車いす使用者 0 8％（ 24名） 
シルバーカーを使用している高齢者 1％（ 2名） 7％（ 21名） 
視覚障害のある人 0 3％（ 8名） 

























表 3-2-8. 1～3歳の子どもを連れて外出する際にヒヤリハット経験したこと 
 経験したこと    経験しそうに 































21％（65名）   35％（108名） 
11％（33名）   30％（ 92名） 
 
8％（25名）   31％（ 95名） 
   
8％（26名）   27％（ 85名） 
7％（22名）   23％（ 72名） 
   
 6％（19名）   46％（142名） 
 6％（20名）   35％（108名） 
   
5％（17名）   23％（ 72名）  
 
5％（14名）   20％（ 61名） 
4％（13名）   21％（ 64名） 
 
4％（12名）   10％（ 32名） 
   
 2％（ 5名）    7％（ 23名） 
 
 2％（ 5名）    7％（ 22名） 
   
1％（ 3名）   16％（ 50名） 
 
1％（ 3名）   12％（ 37名） 
 
1％（ 4名）   11％（ 34名） 
 
0          13％（ 40名） 
   























 鈴木・沼尻（2010）は子ども連れのトイレの利用時間は 5分以内程度 60％、10分以内 34％で
あるが、トラブル時は 5分以内が 14％、10 分以内が 50％、20分以内が 27％であることが報告




















表 3-2-9. 1～3 歳の子どもを連れて外出する際に保護者が一般の人に配慮して欲しいと感じて 
いること 
 非常に配慮して欲しい どちらとも  あまり必要ない 

















89％（277 名）  5％（ 15 名）  1％（  4 名） 
 
81％（252 名）  11％（ 34 名）  3％（  8 名） 
77％（241 名）  13％（ 39 名）  5％（ 15 名） 
 
70％（219 名）  18％（ 55 名）  7％（ 21 名） 
 
67％（209 名）  19％（ 59 名）  9％（ 27 名） 
66％（206 名）  24％（ 76 名）  4％（ 13 名） 
 
60％（188 名）  27％（ 84 名）  11％（ 34 名） 
50％（157 名）  28％（ 87 名）  16％（ 50 名） 
47％（146 名）  29％（ 90 名） 19％（ 58 名） 
39％（120 名）  37％（113 名）  19％（ 60 名） 
30％（ 91 名）  28％（115 名）  28％（ 87 名） 
19％（ 60 名）  39％（120 名） 36％（111 名） 

























表 3-2-10. 1～3 歳の子どもを連れて外出する際に保護者自身が一般の人に対して配慮している 
こと 
 非常に配慮している  どちらとも  あまり考えていない 












89％（277名）  5％（ 16名）  2％（  5名） 
 
87％（270名）  8％（ 24名）  1％（  3名） 
 
83％（259名）   9％（ 28名）  3％（ 10名） 
 
84％（261名）   8％（ 25名）  3％（  9名） 
79％（247名）  11％（ 34名）  5％（ 14名） 
 
51％（159名）  31％（ 96名） 13％（ 40名） 
49％（152名）  27％（ 84名） 19％（ 59名） 


























表 3-2-11. 子どもを連れて外出する際にあったら便利だと思うもの 
 非常に便利である  どちらとも   あまり必要ない 



















76％（271名）  6％（23名）   2％（ 6名） 
 
74％（264名）   8％（27名）  3％（ 9名） 
 
73％（263名）  8％（28名）   3％（ 8名） 
 
73％（262名）   8％（27名）   3％（10名） 
 
72％（256名）   9％（30名）  5％（13名） 
 
72％（259名）   9％（31名）  2％（ 7名） 
69％（247名）  10％（36名）  5％（17名） 
69％（246名）   9％（34名）  4％（13名） 
 
 
60％（216名）  13％（46名） 11％（39名） 
53％（189名）  21％（74名） 10％（35名） 




























































出入り口、上下移動のしやすさ、トイレ（多目的トイレ、一般トイレの設備）、授乳室や   
休憩室 


















第 3 節 結果 
1. 駐車場から施設（建物）までのアクセス 
(1)駐車場 























① 歩行者専用通路  































 表 4-1-3 に出入り口に関する調査結果の概要を示した。以下、詳しく述べていく。 
公園入り口にポールが立っていたり（写真 4-1-11）、花の鉢植えが置かれていたりする園（写










 表 4-1-4 にトイレに関する調査結果の概要を示した。以下、詳しく述べていく。 
 すべての園に多目的トイレが設置されており、どの多目的トイレも乳幼児連れが使用できるこ














おむつ交換のための大きいシートが設置されていた（写真 4-1-17）。調査した公園のうち 3 園は
一般の男女のトイレにおむつ交換台が設置されていた（写真 4-1-18）。おむつ交換台にはおむつ













また、園内のすべての多目的トイレが施錠されていた１園を除く 9 園中 7 園の多目的トイレに
子ども用のいす（ベビーチェア）が設置されており（写真 4-1-25）、そのうち 2 園は一般の女性
トイレにも設置されていた（写真 4-1-26）。子ども用の便座は 2 園の多目的トイレに設置されて



























 授乳室は 7 園に設置されていたが、独立した授乳室や赤ちゃんコーナーが設置されているとこ
ろ（6 園）（写真 4-1-35）と事務室に申し出て事務室の一角を使用するところ（1 園）（写真 4-1-36）
の 2 種類があった。加えて、独立した授乳室は扉がついているタイプ（5 園）（写真 4-1-37）とカ
ーテンで仕切るタイプ（1 園）（写真 4-1-38）の 2 種類があった。扉式の場合は入り口に使用中か




らに、靴を脱いで入るもの（2 園）（写真 4-1-41）とベビーカーごと靴のまま入れるもの（5 園）


















































表 4-1-1. 駐車場に関する調査結果 










































265 243 235 267 295 250 255 220 235 235 
路面 
状態 






































































表 4-1-2. 通路に関する調査結果 











































































段差 × × × × × × × × ○ × 
点字 
ﾌﾞﾛｯｸ 
























































表 4-1-3. 出入り口に関する調査結果 



























































































段差 × × × × × × × × ○ × 
点字 
ﾌﾞﾛｯｸ 





















表 4-1-4. トイレに関する調査結果 


















































































○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 
子どもと
入れる 















○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
手洗い、
洗面所 

















































表 4-1-5. 授乳室に関する調査結果 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出入り口、上下移動のしやすさ、トイレ（多目的トイレ、一般トイレの設備）、授乳室や   
休憩室 
 (c)周辺の道路の移動しやすさ 

























駐車場」は市役所・役場では 14 箇所中 9 箇所、保健センター14 箇所中 9 箇所、図書館 14 箇所






者保健福祉手帳の等級判定「1 級」の者）、高齢者（介護認定を受けた要介護度 1 以上の者）、難
















































































 授乳室は駅 14 箇所中 1 箇所（高崎駅）、市役所・役場 14 箇所中 6箇所（前橋市、高崎市、伊
勢崎市、太田市、桐生市、みどり市）、保健センター14箇所中 6箇所（前橋市、高崎市、桐生市、
藤岡市、みどり市、大泉町）、図書館 14箇所中 6箇所（前橋市、高崎市、太田市、桐生市、富岡






 授乳室内におむつ交換設備が設置されていたのは駅 14箇所中 1箇所、市役所・役場 14箇所中
6 箇所、保健センター14箇所中 6箇所、図書館 14箇所中 6箇所、公立病院 6箇所中 5 箇所であ














3. 周辺道路 高崎駅西口半径 1km以内 



































































































              写真 4-2-3：思いやり駐車場利用証 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 第 2章および第 3章の結果として、「歩道上の乗り上げ駐車・駐輪」などの迷惑駐車、「子ども
の頭の高さにある看板や木の枝」や「ビンの破片」、「犬猫の糞」に困っていることが確認できた。
加えて、ガードレールに子どもが手を突っ込んだことによるけがや夏季の鉄製品に触れた際にお

































































































































































































































































































































































































































































 研究 1(第 2 章)の調査研究は、全国の保育士を対象に実施し、回収をした。回収率は約 6 割で
あったが、研修に参加した保育士のみの結果であり、保育士の平均的なニーズを示しているとは
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      新島学園短期大学 八幡眞由美（Ｅmail；m-yahata@mail.neesima.ac.jp） 筑波大学 徳田克己  
 
１．先生ご自身および所属されている園について教えてください。 
①先生の勤務先は（ 公立 私立・民間 ）の（ 保育所 子ども園 その他          ） 
②勤務する園の所在地は、（       ）都道府県（       ）市町村 
 園の出入り口に面している道路の交通量は（ 非常に多い  やや多い  やや少ない  非常に少ない ） 
 散歩に行く範囲に交通量の多い道路が（ ある   ない ） 
③保育者となって（      ）年目 




（ 毎日行く  週に 3，4日行く  週に 1，2日行く  月に 1，2日行く  その他         ） 
②散歩に出てから園に戻るまで、だいたい何分ぐらいですか  （     ）分 
③散歩の際に使用するものとして、あてはまるものすべてに○をつけてください。 
（ 7、8人が乗れる散歩カ （ー避難車） ベビーカー  誘導ロープ  その他             ） 
 
３．散歩をしている際に、子どもに以下のような経験がありますか。 
①通行人（障害者、高齢者を除く）（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
②車いすの人   （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
③目の見えない人 （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
④歩いている高齢者（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑤シルバーカー（押し車）を使用している高齢者 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑥自転車     （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑦自転車に乗りながら携帯電話やスマートホンを使用している人 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑧歩きながら携帯電話やスマートホンを使用している人 






非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない    困っていない 
例）歩いている人とぶつかりそうになる ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上を自転車が走っている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上に自転車が停めてある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道に車が乗り上げて駐車されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 







非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない    困っていない 
※散歩に行く範囲に、点字ブロックが設置されていますか （  ある  ない  ） 
通路に点字ブロックが設置されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道が舗装されていなかったり、デコボコである ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
傾斜が急で散歩カーの操作が困難である ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
スロープの入り口に物が置いてある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路に散歩カートの車輪などがひっかかる側溝 
の蓋がある 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
公園の入り口が狭い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 




非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない    困っていない 
例）歩いている人とぶつかりそうになる ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上を自転車が走っている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上に自転車が停めてある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道に車が乗り上げて駐車されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道に段差がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
※散歩に行く範囲に、点字ブロックが設置されていますか （  ある  ない  ） 
通路に点字ブロックが設置されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道が舗装されていなかったり、デコボコである ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
青信号の時間が短い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩車道が分離されていない道で、子どものすぐ 
横を車や自転車がスピードを出して通る 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
看板や木の枝などが子どもの頭の高さに飛び 
出している 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
側溝に蓋がない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
ビンの破片などが落ちている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 



























（     ）歳  男 ・ 女 （     ）歳  男 ・ 女 （     ）歳  男 ・ 女 









非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない     困っていない 
例）歩いている人とぶつかりそうになる ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上を自転車が走っている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上に自転車が停めてある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道に車が乗り上げて駐車されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道に段差がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路に点字ブロックが設置されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道が舗装されていなかったり、デコボコである ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
傾斜が急で散歩カーの操作が困難である ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
車道に向かう傾斜があり、散歩カーが車道側に流れて
いく 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
スロープの入り口に物が置いてある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路に散歩カートの車輪などがひっかかる側溝の蓋が
ある 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
公園の入り口が狭い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 








非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない     困っていない 
エレベータはあるが、利用者が多くなかなか使えない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エレベータを利用するために、遠回りをしなくては 
ならない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エレベータはあるが表示がわかりにくい ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
一般のトイレが狭く、ベビーカーでは入れない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
トイレにベビーチェアやベビーキープがない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
男性トイレにおむつ交換台がない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
オムツ交換台はあるが壊れていたり、汚れていて使え
ない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
授乳室やおむつ交換台のあるトイレが奥まった 
ところにあり、わかりづらい 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
授乳室の中に仕切りがなく、周囲の人に気を使う ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
施設・店舗用の貸し出しカートやベビーカーはあるが、
乳児から使用できるものがない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路が狭く、ベビーカーでは通れない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路に商品やワゴンなど物が置いてあるために、 
ベビーカーで通れない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
施設の床が滑りやすい ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
床が凸凹していて、ベビーカーの車輪の方向が定まら
ない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
ベビーカーごと入れる休憩スペースやキッズルームが
ない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 




非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない     困っていない 
歩行者用の通路がなく、自動車が通る道を通らなくて
はならない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 








｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
駐車場、駐輪場が暗く、見通しが悪い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
駐車場、駐輪場が建物から距離が遠い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
乗降場所（建物の入口近くなどに設置されている乗り
降りするための専用スペース）がない 









非常に     やや      どちらとも     あまり        全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない     困っていない 
例）歩いている人とぶつかりそうになる ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上を自転車が走っている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道上に自転車が停めてある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩道に車が乗り上げて駐車されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道に段差がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路に点字ブロックが設置されている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
道が舗装されていなかったり、デコボコである ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
青信号の時間が短い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩車道が分離されていない道で、子どものすぐ横を車
や自転車がスピードを出して通る 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
看板や木の枝などが子どもの頭の高さに飛び出してい
る 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
側溝に蓋がない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
ビンの破片などが落ちている ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 





非常に     やや      どちらとも     あまり         全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない       困っていない 
エレベータはあるが、利用者が多くなかなか使えない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エレベータを利用するために、遠回りをしなくては 
ならない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エレベータはあるが表示がわかりにくい ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
一般のトイレが狭く、子どもと一緒に入れない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路が狭く、子どもと並んで手をつないで歩けない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
通路に商品やワゴンなど物が置いてあるために、 
子どもが つまずく 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの目の高さに商品を掛けてある棒やフックがあ
る 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの目の高さに棚の角がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの目の高さにポップや広告などの看板がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
施設の床が滑りやすく、子どもが転ぶ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
 
非常に     やや      どちらとも     あまり         全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない       困っていない 
床が凸凹していて、子どもが転ぶ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子ども用の休憩スペースやキッズルームがない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 





非常に     やや      どちらとも     あまり          全く 
困っている   困っている     いえない      困っていない       困っていない 
歩行者用の通路がない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩いている子どものすぐそばを車や自転車が 
スピードを落とさず通る 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
建物の入口近くへの不正駐車・不正駐輪がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
駐車スペースが狭く、子どもを乗せたりおろしたり 
するときに大変である 




｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
混雑した駐車場は死角が多いので子どもがじっと 
していないときに危険を感じる 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
駐車場、駐輪場が建物から距離が遠い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
乗降場所（建物の入口近くなどに設置されている乗り 
降りするための専用スペース）がない 

















（     ）歳  男 ・ 女 （     ）歳  男 ・ 女 （     ）歳  男 ・ 女 
（２）あなたの居住地は、（       ）都道府県（       ）市区町村 
 自宅に面している道路の交通量は（ 非常に多い  やや多い  やや少ない  非常に少ない ） 





（ 毎日行く   週に３，４日行く   週に１，２日行く   月に２，３日行く  月に１日以下  ） 
（２）1回の外出の時間は、だいたい何分ぐらいですか  （     ）分 
（３）外出する際の手段について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 
（ 自家用車   オートバイ   バス・電車   自転車   徒歩  その他           ） 
（４）公共交通機関をどの程度利用しますか 
電車（ 毎日   週に３，４日   週に１，２日   月に２，３日  月に１日以下  ） 
バス（ 毎日   週に３，４日   週に１，２日   月に２，３日  月に１日以下  ） 
 その他（                       ） 
（５）外出する際に使用するものとして、あてはまるものすべてに○をつけてください。 
（ ベビーカー  抱っこひも（スリング）   おんぶひも   迷子防止ハーネス・リュック  









（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
② 車いすの人に   （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
③ 目の見えない人に （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 




（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑥ 自転車に     （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑦ 自転車に乗りながら携帯電話やスマートホンを使用している人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑧ 歩きながら携帯電話やスマートホンを使用している人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑨ 大きな荷物を持った人やキャリーケースを持った人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑩ スーパーでの買い物などの際に、ショッピングカートを使用している人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 




① ベビーカーで入れないお店が（ ある  断られたそうになったことがある  ない ） 
② 駐車場で子どもを乗せたりおろしたりするときや、ベビーカーの積み下ろしのときに「早くして」と 
（ いわれたことがある  いわれそうになったことがある  ない ） 
③ 電車やバスから乗り降りする際に「早くして」など 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
④ 電車やバスの車内で「ベビーカーをたたみなさい」などと 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑤ エレベータを待っているときに、 
（ 譲ってもらえないことがある  譲ってもらえそうになったことがある  ない ） 
⑥ ベビーカーでエレベータの面積を多くとることについて（ 肩身が狭い  特に感じない ） 
⑦ エレベータのなかで「ベビーカーをたたみなさい」など 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑧ ベビーカーの前を横切られて（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑨ 周りに迷惑がかかるのではないかと感じ、泣いたりしないように必要以上に子どもに 







非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
配慮してほしい 配慮してほしい   いえない      必要ない    必要ない 
例）多目的トイレを譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エレベー タを譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
バスや電車などの乗降の手伝い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
車内で席を譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
階段の昇降の手伝い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
 
非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
配慮してほしい 配慮してほしい   いえない      必要ない    必要ない 
階段での昇降の際に荷物をもつ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
開き戸を開けて待つ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
狭い道を譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
ベビーカーの近くを通るときは、車や自転車のスピード 
をゆるめる 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 





非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
配慮している  配慮している   いえない      考えていない   考えない 
公共交通機関をできるだけ使わない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
電車やバスが混雑する時間を避ける ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
混雑したエレベー タに乗らない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもがぐずったときにすぐに降りられるように各駅 
停車に乗車する 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
電車などで子どもがぐずったらデッキに出る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
電車やバスの車内ではベビーカーをたたむ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
座席が空いていてもベビーカーがあるので座らず、入口 
付近に立つ 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エレベータ内でベビーカーをたたむ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
ベビーカーの近くを車や自転車が通るときは通り過ぎる 
まで止まって待つ 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
狭い歩道ですれ違いの際はよける ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもがぐずったり泣いたりしないようにおもちゃや 
お菓子など用意している 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
店舗内の通路が狭いときは広い場所にベビーカ―を 
置いてから入る 




｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
















（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
② 車いすの人に   （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
③ 目の見えない人に （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
④ 歩いている高齢者に（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑤ シルバーカー（押し車）を使用している高齢者に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑥ 自転車に     （ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑦ 自転車に乗りながら携帯電話やスマートホンを使用している人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑧ 歩きながら携帯電話やスマートホンを使用している人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑨ 大きな荷物を持った人やキャリーケースを持った人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑩ スーパーでの買い物などの際に、ショッピングカートを使用している人に 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 






（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
② 子どもの顔の高さにある電柱からの突起物に子どもが 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
③ 子どもの顔の高さにある電柱にくくりつけられたポスターや広告に子どもが 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
④ 自動ドアが開かなかったために子どもが自動ドアに 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑤ ドアや窓に子どもが手を（ はさんだことがある  はさみそうになったことがある  ない ） 
⑥ 炎天下にマンホールやガードレールなどの鉄製品に子どもが触れて 
（ やけどをしたことがある  やけどしそうになったことがある  ない ） 
⑦ エスカレータに子どもの手や足、指など 
（ 巻き込まれたことがある  巻き込まれそうになったことがある  ない ） 
⑧ 駐車場で子どもを乗せたりおろしたりするときに「早くして」などと 




⑨ 電車やバスの車内で（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑩ 電車やバスから乗り降りする際に「早くして」などと 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない） 
⑪ 道路や施設内を子どもと手をつないで歩いていたら 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑫ 子どもと階段をゆっくり上り下りしていたら 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑬ 階段ですれちがいざまに他人に 
（ ぶつかられたことがある  ぶつかられそうになったことがある  ない ） 
⑭ エスカレータに乗り降りの、子どもがいるのでゆっくりしていたら 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑮ エレベータのなかで、「うるさい」「じっとしていなさい」などと 
（ 邪魔にされることがある  邪魔にされそうになったことがある  ない ） 
⑯ 子どもと一緒に歩いていると目の前を横切られて 
（ ぶつかったことがある  ぶつかりそうになったことがある  ない ） 
⑰ 周りに迷惑がかかるのではないかと感じ、必要以上に子どもに 







非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
配慮してほしい 配慮してほしい   いえない      必要ない    必要ない 
エレベー タを譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
エスカレータの乗り降りの際にゆっくりしていても 
急かさない 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
バスや電車などの乗降の手伝い ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
車内で席を譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
階段の昇降を急かさない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
階段の昇降の際、荷物をもつ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
開き戸を開けて待つ ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
狭い道を譲る ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの近くを通るときは、車や自転車のスピードを 
ゆるめる 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
路上駐車、放置自転車をしない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもと並んで歩いていても邪魔にしない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 








非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
配慮している  配慮している    いえない     考えていない   考えない 
電車やバスの車内で座席に座るときは子どもを膝に 
のせる 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
混雑時にエスカレータを利用しない ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
階段の昇降の際は階段の端を歩く ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
歩くスピードがゆっくりなので、人が来たらよける ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの近くを車や自転車が通るときは通り過ぎるまで 
止まって待つ 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
混雑している場所では子どもを歩かせず、抱っこする 
などする 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 






非常に     やや      どちらとも     あまり      全く 
便利である   便利である    いえない      必要ない    必要ない 
建物に近い場所に設置されていて、乳幼児連れが専用で利用できる 
駐車スペー スがある 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
男性トイレへのオムツ交換台がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
男性が使用できる授乳室がある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
施設や店舗でのカートやベビーカーの貸し出しサービス ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
ベビーカー置き場の設置 ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの目の高さにあるワゴンや棚の角にけが防止用の 
クッションがしてある 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの目の高さに商品を掛けてあるフックや棒にけが 
防止用のクッションがしてある 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
子どもの目の高さに看板やポップなどの広告にけが防止 
用のクッションがしてある 
｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
駐車場までのポーターサービスがある ｜     ｜     ｜     ｜     ｜ 
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